
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■基本情報 
計画期間：平成 22 年度〜平成 26 年度 

 ⾯  積：180ha 

 交付対象事業費：610 百万円 

 市町村⼈⼝（地区⼈⼝）：120,231 ⼈ 

■地区概要 

⻑浜駅を中⼼とした中⼼拠点区域において、公共が
保有する資源や低未利⽤地を⺠間が活⽤し、集客の核
となる商業施設の⾯的整備等を実施し、中⼼市街地の
求⼼⼒の向上、交流の拡⼤を図る。 
 

■⽬標 

歴史と伝統⽂化が薫る中⼼市街地に交流空間の創出 
・公共交通の利⽤と連携した中⼼市街地の賑わいの再⽣ 
・歴史的資源を活⽤した魅⼒の向上 
・既成市街地外縁部における⽣活機能の確保 

■主な事業 
基幹事業：【⾼質空間形成施設（地⽅都市リノベーション事業）】修景舗装（171 百万円） 

【既存建造物活⽤事業（地⽅都市リノベーション推進施設）】⿊壁ｽｸｴｱ（76 百万円） 
提案事業：【地域創造⽀援事業】⻑浜曳⼭まつり情報発信事業、⻑浜ｱｰﾊﾞﾝｸﾞﾗｽｺﾝﾍﾟﾃｨｼｮﾝ事業 等 

（17 百万円） 
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■まちづくりの実施効果 

定量的な効果                                      
●歩⾏者・⾃転⾞通⾏量 
 中⼼市街地の賑わい創出を⽀える⼤きな要素である
団体観光客の来街者数が基準年と⽐べ減少しているこ
とで、全体の通⾏量は減少傾向となっているが、当該
事業箇所付近の調査ポイントでは、修景整備等の効果
により、事業完了後も通⾏量は概ね堅調に増加してい
る。 

 
●宿泊観光客 
 町家を活⽤した宿泊施設の整備や宿泊滞在を促進す
るイベントの開催、外国⼈観光客の増加により、事業
完了後も継続して増え続けている。 

 
 

 

 

●⿊壁への年間観光客数 
 施設リニューアルの実施や各種イベントの開催によ
り⼀定の⼊込効果は得られており、基準年とまではい
かないが、事業実施前からは、活性化が⾒られる。 
 

 
 
 

定性的な効果                                     

・観光動線となる道路の修景舗装やピクトサイン整備によ
り回遊性が⾼まり、⾵情あるまちなみ景観を作り出すこ
とができている。また、曳⼭まつり等イベントを通じて、
地域そのものを対外的に情報発信することで、地域の活
性化が⾒られるとともに、ポケットパークの整備により、
観光客はもとより地域の⼈々の憩いの場として利⽤され
ている。 

 

 

 

 

  

■効果を継続させるための今後の取組み等  
・まちなみの修景保存として、まちの質を上げる環境と効果を活かす仕掛けづくりやＰＲ戦略等、地

域が⼀体となって取り組み、まちの核としてその求⼼⼒を⾼め、地域の活性化を図る。 
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■地区 PR 欄  
●官⺠連携による中⼼市街地の再⽣ 
 本市では、昭和 50 年代に郊外バイパス整備を契機に商業施設の郊外移転や 

住宅開発が進んだため、⻑浜駅を中⼼とした中⼼市街地では空洞化が進み、都 

市としての求⼼⼒も低下していました。⼀⽅で、中⼼市街地には古いまちなみ 

や伝統⽂化など地域の歴史的資源も⾊濃く残されており、こうした地域特有の 

ストックを活⽤した官⺠連携によるハード・ソフト両⾯から事業を展開し、新 

たな賑わいの創出や観光客の誘客に取り組んできたことから、⻑浜駅を中⼼と 

した中⼼市街地を「中⼼拠点区域」に位置づけています。 

 また、都市を構成する公的不動産（公共施設等）については、機能の集約化や地域による主体的な

施設運営、多⽬的な利⽤・多機能化、さらに他の⽬的への転⽤の可能性が低い不動産の⺠間売却・貸

付を⾏うといった有効活⽤⽅針を定めており、特に⺠間活動が積極的な中⼼拠点区域においては、公

共が保有する価値ある資源や低未利⽤地を⺠間が活⽤し、集客の核となる商業施設の⾯的整備を図る

ほか、回遊性を⾼めるための道路整備や古いまちなみを観光資源として活⽤することにより、都市 

機能の拡散防⽌や中⼼市街地の求⼼⼒の向上、交流の拡⼤を図っています。 

〔事業例〕 
・⺠間都市機能施設整備（⿊壁スクエアリノベーション） 

この事業は、⿊壁が誕⽣してちょうど 25 年となる年に、建物を⼤規模改修し、店舗の業態や機

能を変更して付加価値をつける取組を、その時に制度化された地⽅都市リノベーション事業とし

て実施しました。この店舗は元々地元の名産品などを扱う⼟産屋でした。それを滋賀の歴史⾵⼟

や⽂化に根ざして取り組んでいる職⼈の技に焦点を当て、その商品とともに⽣産者の思いを提供

する場へと⽣まれ変わり、活性化が図られました。 

★ 

現在 

平成 24年 

滋賀県長浜市： 

面積：539.63km2 

（東西 15km 南北 40km） 

中心拠点区域 
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